
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



隠れる所や壁がない時 
その場で頭や体を守る 

 

 

 

 

○竜巻はどんな姿をしているのだろう？ 
～大きな積乱雲（入道雲）の下で発生する， 

激しい空気のうずまき～ 
◇ろうと状の雲になっている（積乱雲から垂れ下がる） 

◇物やごみが巻き上げられ飛んでいる 

◇土煙が近づいてくる（動いてくる） 

◇「ゴーッ」という音がする 

◇耳鳴りがする（耳が痛い） 

◇竜巻の平均速度は時速約 36km（自動車くらい），大きな竜巻は時 

速 100km（特急電車）くらいの速さで移動する 

 

○竜巻によって，どんな被害が起きるのだろう？ 
～いろいろな物が飛んでくる，倒れる～ 

◇飛んできた物でガラスが割れる 

◇屋根や物置が飛ばされる 

◇建物や電柱，大きな木や看板，自動販売機が倒れる 

◇車がひっくり返る 

◇人間も飛ばされる 

◇停電する 

 

○竜巻が発生しやすい天気を事前に知るには，何があるだろ
う？ 
～少しでも早く分かれば身を守ることができる～ 

◇竜巻キーワード「大気の状態が不安定（積乱雲の発達）・天 

気の急変に注意・突風や竜巻に注意」 

◇気象情報「竜巻注意情報，雷注意報」 

◇ニュースやインターネットなどで気象情報を入手できる 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近よく発生する「竜巻」については，知らないことばかり！ 

次のことを特に覚えておこう！ 

○教室や特別教室にいる時： 
◇窓を閉め，カーテンを引く 

◇窓ガラスからできるだけ離れる 

◇身の回りにある衣類等で，頭と首

を守る工夫をする 

○教室以外の校舎内にいる時： 

◇窓を閉める 

◇窓ガラスからできるだけ離れる 

◇風の通り道やガラスが飛んでく

るのを避けられる場所に身を寄

せる 

◇壁に近いところで身をふせる 

○体育や部活動で屋外にい
る時： 

◇校舎などの，頑丈な建物の中

に避難する 

◇建物の物かげに入って身を小

さくする 

※物置やプレハブ，テントなど

には避難しない！ 

竜巻はなぜ怖いの？？？ 

校外 
では 

資料 


